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シャウプ勧告と税制改革





































































































































































1944 38．9％ 25．6％ 24．1％ 13．3％ 20．7％
1945 ― 38．4％ ― 51．7％ ―
1946 34．6％ 37．4％ 11．4％ 364．5％ ―
1947 25．6％ ― 21．7％ 195．9％ 154．5％
1948 29．7％ ― 26．8％ 165．6％ 80．2％












































納 税 人 員（千人） 税 収 入（百万円）
所 得 税 申告所得税 農業所得税 所 得 税 申告所得税 法人税
1934
～36
950 ― ― 111 ― 79
1944 11，620 ― ― 4，040 ― 1，312
1945 11，129 ― ― 3，820 ― 1，161
1946 17，382 ― ― 12，240 ― 1，273
1947 18，847 8，336 4，620 79，272 51，319 7，170
1948 19，647 8，789 4，596 190，832 114，425 27，900












1946年 1947年 1948年 1949年 1950年 1951年
経 済 活 動 48．6 57．1 74．1 93．5 112．2 147．4
公 益 事 業 122．5 137．7 150．8 171．7 186．0 200．5
工 業 生 産 33．1 40．2 58．1 77．2 96．8 136．4
鉱 業 56．4 74．2 90．1 104．1 109．8 124．7
石 炭 産 業 57．9 77．3 95．7 107．8 109．2 123．0
製 造 業 30．6 36．4 54．5 74．2 95．3 137．6
耐久消費財 41．0 48．6 75．2 100．7 121．8 187．5












































































































































































































































































































































納 税 人 員（千人） 税 収 入（百万円）
所 得 税 申告所得税 農業所得税 所 得 税 申告所得税 法 人 税
1949 21，055 9，454 4，400 278，754 137，206 61，264
1950 14，254 4，318 2，300 220，134 92618 83，790
1951 12，557 3，490 1，437 225，671 75，441 183，881

















































































































項 目 1949年度 1950年度 1951年度
国 税 負 担 率 23．3％ 16．9％ 16．3％
地 方 税 負 担 率 5．2％ 5．5％ 6．1％








































個 人 所 得 税
法 人 税
相 続 税
煙 草 専 売 益 金
酒 税
織 物 消 費 税
物 品 税
取 引 高 税

































都 道 府 県 民 税 11 0 （－）11
地 租 家 屋 税 7 0 （－）7
事 業 税
（所得を基礎とする） 26 0 （－）26
事 業 税
（付加価値を基礎とする） 0 44 （＋）44
入 場 税 5 10 （＋）5
不 動 産 取 得 税 6 0 （－）6
遊 興 飲 食 税 6 12 （＋）6
酒 消 費 税 2 0 （－）2
そ の 他 の 税 8 5 （－）3
計 71 71 0
市 町 村
市 町 村 民 税 12 60 （＋）48
地 租 家 屋 税 7 52 （＋）45
事 業 税
（所得を基礎とする） 26 0 （－）26
入 場 税 9 0 （－）9
不 動 産 取 得 税 6 0 （－）6
遊 興 飲 食 税 6 0 （－）6
酒 消 費 税 2 0 （－）2
そ の 他 の 税 11 7 （－）4




































1948 5，937 20，814 305，285 0．068％
1949 8，748 33，707 477，224 0．071％
1950 683 396，542 0．002％

























































































1950 26 516 396，542 0．001％
1951 46 962 484，993 0．002％
1952 70 2，233 538，972 0．004％
1953 38 1，143 ― ―
1954 2 274 ― ―
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1966年度 6，311 14．1 16．0 19．6
1971年度 11，597 14．1 18．7 18．5
1972年度 13，619 14．1 17．7 17．6
1973年度 16，822 13．9 23．5 25．5
1974年度 22，196 14．5 31．9 26．0
1975年度（予算） 31，287 16．3 40．9 25．7
1976年度（予算） 39，282 18．5 35．8 24．5









































































































年の国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board）への
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